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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
百
十
） 

 

第
四
章
：
中
東
の
戦
争
と
平
和
（
二
十
四
） 

 

百
十 

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
：
産
油
国
と
米
国
が
味
方
の
イ
ラ
ク
と
孤
立
無
援
の
イ
ラ
ン(

二―

三)
 

 
イ
ラ
ク
や
湾
岸
王
制
国
家
の
為
政
者
た
ち
は
ホ
メ
イ
ニ
の
獅
子
吼
に
震
え
上
が
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で

は
イ
ラ
ン
革
命
の
年
の
１
一
月
、
聖
地
マ
ッ
カ
で
マ
ハ
デ
ィ
（
救
世
主
）
を
名
乗
る
男
が
カ
ー
バ
神
殿
を
占
拠

す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
為
政
者
た
ち
は
シ
ー
ア
派
住
民
の
締
め
付
け
を
強
化
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
上
、

シ
ー
ア
派
と
ス
ン
ニ
派
の
対
立
が
表
面
化
し
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
建
国
の
初
期
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
で
は
対
立
す
る
宗
派
間
で
教
義
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
武
力
衝
突
に
発
展
す
る
こ
と
は
少

な
く
な
か
っ
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
で
は
概
し
て
宗
派
の
違
い
に
寛
容
で
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
不
文
律
が

あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ラ
ン
革
命
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
ス
ン
ニ
派
対
シ
ー
ア
派
と
い
う
新
た
な
対
立
軸

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
対
立
を
権
力
基
盤
拡
大
の
好
機
と
見
た
の
が
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
大
統
領
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ラ
ン
に

宣
戦
布
告
す
る
こ
と
に
し
た
。
独
裁
者
が
国
内
問
題
か
ら
国
民
の
目
を
そ
ら
せ
る
た
め
に
外
国
と
戦
争
す
る
こ

と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
意
図
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
彼
を
戦
争

に
駆
り
立
て
た
の
は
イ
ラ
ン
と
戦
争
す
れ
ば
い
く
つ
か
の
外
国
勢
力
が
彼
に
加
担
す
る
と
見
込
ん
だ
か
ら
で

あ
る
。
彼
は
対
イ
ラ
ン
戦
争
を
ペ
ル
シ
ャ
人
対
ア
ラ
ブ
人
、
シ
ー
ア
派
対
ス
ン
ニ
派
の
戦
い
に
仕
立
て
上
げ
た

の
で
あ
る
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/110PeaceOnHorizenChapter4-24English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/110PeaceOnHorizenChapter4-24Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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